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北海道大学大学務教育学研究科

紀望書第 92号 2004年 2月

乳児期における養育者による注意のしつけ

常田 穂、*・陳 省仁村

Attention Tutoring by Parents in Early Infancy 

Miho TSUNEDA and Shing-Jen CHEN 

【要旨}乳児期早期の対面相互交渉において，養育者は頻繁に子どもの注意を引こうとして

いる。こうした養育者の行動は子どもの注意の発達に影響を与えているのではないだろう

か。本研究では 1組の母子における遊び場面の縦断観察の中から「子どもの注意を引こ

うとする養育者の行動」を抽出し，養育者が子どもの注意を向けさせる対象やその方法を

記述した。その結果，養育者は子どもの注意を引く行動を通して，子どもの注意の拡大，

注意の精級化，そしてニ者が第三項へ注意を向け合い相互交渉する際の情動表出のあり方

を子どもに伝えていることが示唆された。

[キーワーは乳児期，注意の発達，注意の質，注意喚起行動

問題と目的

はじめに
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近年，注意欠焔多動性障害を疑われる子どもが増えてきており，保育や教育の現場では，教

師たちがその対応、に頭を悩ませている o 教師たちが指摘するのは，イスにじっと盛っていられ

ない，教師の話をよく開いていない，課題に集中して取り組むことができないなどの子どもた

ちの行動の増加である。なぜこうした行動をとる子どもたちが増えてきたのだろうか。その要

因としては神経生理学的レベル，行動レベルで様々なことが考えられるが，そのひとつとして，

「いつ・どのように・どんな対象に注意を向けるのか」という子どもの「注意の費Jの変化が考

えられる。本研究では，注意の質が変化する可能性も含めて，子どもの住意そのものがいかに

発達するのかということに焦点を当てて考えてみたい。

注意の発達

子どもの注意の発達はこれまで r対象を見る」という身体機能の一部としての注意(柱視)

機能の発達と r他者が見ている対象に自分も注意を向けて関じ対象を見る」という他者認知・

他者理解の発達という 2つの方向から研究が行われてきた。

*北海道大学大学協教育学研究科博士後期課程(教育臨床講座)
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まず，身体機能の一部としての住意の発達を調べたものとして，サッケードと呼ばれる眼球

運動についての研究があげられる。人が対象物を住視するときには，サッケードと呼ばれる特

徴的な眼球運動が見られることが知られている。サッケードとは，ある注視点から別の注視点

への素早い眼球運動のことである。このサッケードのコントロールのための注意過程は 2つの

側面に分けることができる(班atsuzawa，& Shimojo， 1997) 0 1つは対象への問視をやめる「注

意の解放過程」と， もっ 1つは次にどこに目を動かすのかを決める「ターゲットの選択過程」

である。 Matsuzawa，& Shimojo (1997)は 2カ月半から 12カ月の乳児45人と成人5人を

対象に，この住意の解放過程に焦点を当てて乳児のサッケード反応時間を測定することにより，

注意過穏の発達を検討した。

サッケード反応時間とは，ターゲットの提示からサッケードの開始までの潜時のことをいう。

Matsuzawa， & Shimojo は，問視点が消え，それぞ、れ①200，②400，③800msのギャップ間
隔をおいてからターゲ、ットが現れるギャップ条件と，④閤視点が消えたと同時にターゲットが

現れるノー・オーバーラップ条件，⑤問視点がついたままターゲットが現れるオーバーラップ

条件の 5条件で，乳克のサッケード反応時間を測定した。その結果，どの月齢でもオーバーラッ

プ条件に比べてギャップ条件の方が反応時間が短かった (Matsuzawa，& Shimojo， 1997)。特

に400msのギャップ関砲を設けた条件では， 2カ月半でもおよそ 300msの潜時の素早いサッ

ケードが生起した。それに対してオーパーラップ条件では 2カ月半群の反応時間が非常に長

<.サッケードの生起が閤難であることが示された。オーバーラップ条件での反応時聞は，そ

の後4カ月頃までに急速に短くなり， 6カ月以降は成人までほとんど変化が見られなくなった。

このことから，著者たちは，能動的に注意を解放して新たな対象を見る能力は，生後4カ月

前後に発達して 6カ月までにはほ完成すること，また能動的な控意解放過程が発達することに

より，意識的な注意のコントロールが可能になることを指摘している(松沢・下線， 1996) 0 こ

うした乳児期の注視機能に関する研究から，生後4カ月以蜂の乳児であれば，自発的・意識的・

選択的に環境内の対象に住意を肉けて，能動的に対象を見ることができるということが明らか

である。

では発達早期の乳児は，他者との対面相互交渉中にどのような対象に能動的に注意を向けて

いるのだろうか。対面相互交渉では r相手が何を見ているのか」を知ることは，その相互交渉

の進行を予測して適切な行動を選択するために非常に重要で、ある。 Butterworthは，次のよう

な実験ノfラダイムを用いて乳児がいつ墳から正確に棺手が見ているところを自分も見ることが

できるようになるのかについて調べた(Butterworth，1991 ; Butterworth， 1995 ; Butterworth， 

& Cochran， 1980 ; Butterworth， & J arrett， 1991)。
これらの研究において，乳児は母親と対面して，母親の目線と同じ高さになるようにイスに

廃った。母親は，乳児とアイコンタクトを取った後，頭の向きを変えて実験室内のさまきやまな

場所に寵いであるターゲ‘ットを見るように指示された。その結果6カ月では，母親の頭の向き

に合わせて自分もそのターゲ、ットを見ることができたが，同じ方向に 2つのターゲットがあっ

た場合には，正しいターゲットを見ることはできなかった。また 12カ月では，乳児の視野内で

あれば同じ方向に 2つのターゲットがあっても母親が見ているターゲットを正確に見ることが

できたが，ターゲットが後方にあった場合には，振り向いてターゲットを見ることはできなかっ

た。18カ月では，見える範割にターゲットがあると，後ろを振り向いてまで母親が見ているター

ゲットを探すことはしないが，自の前に何もなければ後ろを張り向くことがあった。
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Butterworthによれば，大人の視線の方向は乳児期初期から何かを伝えようとする機能を

持っており，母親の混と頭の動きは，乳見がどちらを見るべきかを知らせる合間として働く。

生後6カ月頃には，こうした母子の生得的な注意機構の上に，環境内にある対象に本来僑わっ

ている，住意を引きつける特性が働きかけることによって，対象を含む三項的コミュニケーショ

ンが始まる(生態学的メカニズム ecologicalmechanism)。生後6カ月では，乳見がどの対象

を見るかは，環境内の対象の特性に依存しているが， 12カ月療になって乳見が認知的に発達す

ると，母親の白と頭の動きだけから，母親の視線が指示する対象をより正確に特定することが

できるようになる(幾何学的メカニズム geometricmechanism)。最後に 12-18カ月になると，

表象能力が発達するので，自分の揖野内に母親が見ているターゲ、ットがなかった場合には，今

ここに存在しない対象を想起し，後方を振り向いてターゲットを探すことができるようになる

(表象的メカニズム representationalmechanism)。このように Butterworthは，生得的な注意

機構が基礎となって，幼い乳児でも大人の視線の方向を理解して他者とのコミュニケーショ

ン・ネットワークにのることができるのだと示唆する。

本研究の恩的

こうした住意の発達に関する研究から，子どもは乳児期早期から能動的・選択的に環境内に

ある対象を見ているということ，また対面相互交渉においては，徐々に相手の説線の方向を正

確に捉えて自分も同じ方向を見るよつになることがわかる。これらの研究において，乳児が注

意を向ける対象はスクリーンに映し出される図形や，予め決められた大人の、頭の動き。とい

うように全て厳しく統制されている。なぜ?なら，これらの研究では，投意機能は子ども個人の

能力として発達し，初めは未熟だ、が成長と共に成熟して大人と同じ機能を持つようになるとい

うことを前提としているため，刺激を一定にした方が子どもの能力の変化を正確に測定するこ

とができるからである。

しかし，笑擦の対面相互交渉では，乳児が注意を向ける相手はそのような静的な存在ではな

い。子どもとやりとりする大人は，積極的に子どもの注意を引こうとしてさまざまな工夫をし

ている o f7~えば，唇を鳴らして子どもが大人の顔を見たところで，日を大きく見開き口を開け

て乳児の注意を大人の顔に引きつける，泣いている子どもに大人がおもちゃを見せて動かして

やることで，子どもの注意をおもちゃに引きつけてあやすなどということは， 日常生活の中で

頻繁に見られることである。このような「子どもの注意を引こうとする大人の行動J は，乳見

の注意の発達に影響を及ぽしていると考えられる。特に，対面相互交渉中に大人がどのような

対象に，またどのような方法で注意を向けさせるのかということが，上で述べたように近年住

目されている子どもの「在意の質Jに影響を与えているのではないだろうか。

本研究では 1組の母子における遊び場聞の縦断観察の中から「子どもの住意を引こうとす

る養育者の行動J を抽出し，それを養育者はいかに乳児の注意を号iいているのか，特に注意を

向けさせる対象とその方法はどのようなものか，またそのやり方は子どもの発達によっていか

に変化するのかという観点から記述することによって，注意の発達における養育者の行動の影

響について考察する。



4 

方法

対象者:2000年7月27B生まれの男児(第一子，出生体重 3506g)とその母親(出産時29歳)。

児は，出生時における異常はなく，保健センターで行われた 1カ月 4カ月健診においても発

達における問題のないことが確認された。

観察期間:児が生後満2カ月から 7カ月まで (2000年9月-2001年2月)。

観察:観察者が児の機嫌のよい午前中に母子の自宅を訪問し，賠関で遊んでいる母子の様子を

8ミリビデオカメラ (SONYVideo Hi8 Handycam， CCD剛TRll)で撮影した。訪問は， 1-2 

逓おき(平均8.5日おき)で1回あたりの訪問時間は約1時間であった(会観察回数羽田)。

撮影は，母子が自然に遊び、に入るのを待って開始され，途中で児の機嫌が惑くなり激しく泣き

出したり，自然に一つの遊び、が終わったと患われたときに終了した。その結果 1田あたりの

撮影時間は平均 17分(レンジ 6-29分)，総観察時間 377.3分であった。母親には「いつもの

ようにお子さんと遊んでください」と教示し，使うおもちゃや姿勢，母子の位置などはいっさ

い指示しなかった。観察者は，撮影中は，母子が話しかけてきたとき以外対象者に関わらなかっ

た。撮影は，母子両者が顕聞に入るょっにカメラの位置を調整しながら行った。

分析:8ミリビデオテープを再生しながら，母親が乳児の注意、を引こうとする場面をエピソ

ドとして抽出した。その際，母子それぞれの表情，乳児の揖線，母親が乳児に住意を向けさせ

る対象，母親の住意の引き方に注目して記述した。以下に挙げるのは，各丹齢の典型例である。

エピソード内の↓は前の行動が続いていることを示す。また， ( )内の時間は撮映開始から経

過した時間を示す。

結果と考察

事例状態安確かめ，注意喚起することによって子どもの状態を変える
汚齢 2カ月 B隠れ2: 42) 
姿 勢:母親は体育座りをして!尽をひぶのよにのせている。児は仰臥の姿勢。

黙ってまじめな顔で母親を見つめている。
↓ 

徐々に麗が上がりロをゆがませて泣きそうな
護資になる。
顔をしかめ「うつ」と小さな声を出し自宅tつ
ぶって泣き顔になる。

↓ 

自を開きまじめな藤で母親を再び見つめる。
まじめな顔で母親を克つめたまま足で母親の
複を蹴る。

子どもの醸を克て苦笑。
児の左椀を動かしながら自分のひざを左右に
動かして兜の体全体を揺らす。
児のマネをして墜をとがらせる

驚いた躍をしてみせる「あら ?J

児の左腕唱をつかんで動かしながら墜堂近主立
て「泣くの? 泣くの? 泣くの? どした
の」と話しかける。

顔を遠ざけて「えへ」と笑う

事例 1では，子どもはまだ首がすわっていないが，母親のひざで首が毘定されており見つめ

合いの状態が持続しているoしかし子どもの機嫌が徐々に悪くなって母親から注意がそれると，

母親は顔を近づけ話しかけることによって再び、自分への注意を取り戻している。このように子

どもの注意が母親に向いていないときに自分の顔を見せることは， 2カ月 OB-5カ丹 20日ま
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で続いたが，その後，母親の働きかけに対する子どもの反応が素早く確実になると，このよう

な顔の見せ方は減り，予言やおもちゃの音を使った住意喚起が増えた。母親は子どもの状態を確

かめ，顔を見せることによって子どもの注意の持続を促しているが，子どもはこの中から，こ

のように顔を近づけて声を出すと相手の注意を自分に引きつけることができるということを

んでいるのだと思われるo

事例 2 体の動きや声の誠子を利用した注意喚起と注意の持続
汚齢・ 2カ月14日(7: 49) 
姿 勢創立鹿布聞の上に仰臥の姿勢。母親は児の足下に座り上半身を前に乗り出して児のよ
にかがみ込むような姿勢。

左上の方を見つめている。
↓ 

左上を見たまま足を蹴るように動かす。

母親を見る

児の両親を持って動かす。
克の悶腕を持って動かしながら，皇室塁~出
して児の視界に入り「こっちI向いて。こっち
向いて一。J
兇の再[を動かして rHちゃーん」
いったん上半身を起こした後素早く児に援を
近づけ.さっきよりも高い声で rHちゃんJ
児の足奇触る。
再び上半身を起こした後索早く児に顔を近づ
け「討ちゃんJ

げんこつ山のたぬきさんの手遊び理主主三宝
みせる。

2カ月 14日から相互交渉中に主にとっていた見の姿勢が，“母親のひざの上に仰臥"から“座

布団の上に仰臥"へと変化した。これは母親によると，子どもの体重が叢くなって膝にのせて

おくのが辛くなったためである。それまでは子どもの頭の向きは母親によってコントロールさ

れていたが，姿勢が変わって母親による制御が効かなくなると，母親の呼びかけによって子ど

もが母親を見たとしてもその持続時間が非常に短いものになってしまった。事例2では母親は

体の動きや芦の調子の変化を利用して自分へ注意を誘導し，その後でその注意を持続させるよ

うな働きかけ(手遊び、歌)をしている。

事例 3 触覚を利湾した注意喚起
月 齢 2カ月日目 (2: 00) 
姿 勢:母親は体育鹿りをして児をひざのよにのせている。児は仰臥の姿勢。

児 母親

母親を毘つめながら手をわずかに動かす 布製のガラガラを動かし音を鳴らしながら克
の顔と自分の顔の憶に提示する「ゾウさん遊
びにきたよー」
児の視界の中でガラガラを動かす rHちゃん
遊ぼうって。遊ぼう。J
rHちゃーんJガラガラで兜の右頬をつつく
rHちゃーん」

母親を見つめながら口を開ける。 ガラガラを児の襟界から少しはずし「おうJ
児のマネをする。

母親告克つめながら「あーう J足を動かす 再びガラガラを克の視界の中で動かす。
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事例3は，子どもの注意を母親から加の対象へ誘導させようとしているエピソードである。

2カ月 O日では，見つめている対象から自由に視線を転換することが難しい。このエピソード

でも，母親が子どもの視界にガラカ、、ラを入れているにもかかわらず，子どもはガラカ。ラを見な

いで母殺を見つめたままである。その場合母親は，力、ラガラで子どもの類をつつくことにより

か、ラyゲラへ子どもの注意を誘導しようとしていた。このように子どもが見ていない対象へ注意

を向けさせるときに，その対象で子どもの体にふれる行動は 2カ月 O日-7カ丹 1日まで見ら

れた。これは，自由で素早い住意の転換が難しい乳児期早期の子どもに対して，触覚を利用す

ることで注意の転換を促す行動であると考えることができる。このような母親の行動は 3カ

月後半以峰，子どもの首がすわって注意の転換が容易になると徐々に，見るだけでなくつかむ，

ひっぱる，たたくなど対象に対する子どもの行為を促すものへと変化していった(事例 5)。

事例 4 モノを克た後母親の顔を見せる
月齢 3カ月25日 (4: 18) 
姿 勢創立座布詔のよに仰臥の姿勢。母親は児の足下に座り上半身を前に乗り出して児のよ
にかがみ込むような姿勢。

中央で両手を結んで左側を箆ている

頭を動かして絵本を見る
絵本を見ながら微笑，手足をパタパタさせる
絵本を見ている
絵本を見ながら発声「うーっげーベー」

絵本の方に手を伸ばす
黙って絵本を晃てさわる

手足を動かし絵本を見ている

絵本の動きを~視して正蔀を向くが絵本を見
たままで母親は見ない

絵本を見ている
絵本を見ている「えー」

絵本を見ている
「うげ」絵本から目をそらして母親を見る(無
表噴)
母親を黙ってみている

絵本を取り出す
絵本を児の正諾腕のよに提示「わんわーん，
わんわんがいるよ，わんわん，わんJ
「お返事わんわん」
「お返事わんわん，わんわん，わんわんJ
「はいJページ毎開き絵本を読んでやる
「ねこのお返事にやーにやーーJ絵本を読んでや
る

「ぶたのお返事ぷーぷー」絵本を読んでやる
絵本の飛び出ている部分で児の手をさわる
「ぱくぱく J
絵本を閉じて児の中心線よりおによけ「はい，
付くんのお返事は?J児の腕に手を当ててゆ
するように動かし，児の視界に自分の顔受入
れる
児の左腕を持ってゆする
の中心線上に戻す

くんのお返事はどうですか? H <目酬んJ
絵本のよに顔を出して克の友椀をゆすりなが
ら呼びかける
rH <ーん，はーい」児の左手を挙手させる
rH <ーん，ぶぶー，にやーん，わんわーん」
声かけに合わせて兜の左手を挙手させる
「はーい，でしょ ?J児の左手を挙手させる
「はーい」児の左手を挙手させる

「にや。ぐぐー」のどを鳴らして鷲を出す

事例 4からは，子どもの注意の転換が容易になっている様子がわかる。また母親は，子ども

が対象に住意を向けてその対象への注意を持続させるだけでなく，その後に母親へも注意を向

けさせるような働きかけをしている o 母親は絵本を見ている間の子どもの表情を確かめようと

してこのような行動をとっているものと思われるが，このことが結果的に対象と相手の顔の聞

を交互に見るという注意ノfターンを生み出している。事例4のエピソードでは子どもはまだ対
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象から母親への素早い注意の転換はできていないが，それでも母親は子どもが既に注意を向け

ている対象(この場合は絵本)を利用することによって自分に対して子どもの註意を誘導して

いる。この時期では，こうして母親を見たときの子どもの表'聞は無表清である。

事例 5 モノを見た後母親の情動表出を見せる
月齢 4カ月 2日 (1: 55) 
姿 勢足は獲布団のよに仰臥の姿勢。母親は兜の足下に座り上半身を乗り出して児のよにか
がみ込むような姿勢。

ハンカチを見ている。

ハンカチを持っている母親の手を見る。

ハンカチを箆る。

ハンカチの先安握る。

ハンカチの先を援っている手を口元へ持って
いきなめようとする。

ハンカチを握ったまま母親の顔を晃る(無表
彊)。
ハンカチを見る。

母親の顔を克る(無表情)

ハンカチを見る。
母親の顔を見る(無表情)(ハンカチが手から
離れる)

ハンカチの先で兇の手のひらをつつく「びょ
んびよーん」
ハンカチの先で児の手のひらをつつく「つか
まってくださーいJ
ちらつと!患の顔をみてからまたハンカチの先
で児の手のひらをつつく「びょんびょーん」
ハンカチの先で児の手のひらをつつく「つか
まってくださーしり
「お，つかまったつかまった」ハンカチを持ち
上げる。(児の顔，ハンカチ，母親の顔が一直
線上になる)
「お，お」克の麟を見て微笑

児の援るハンカチ奇引っ張る「びくびくびく，
ひいたひいたJ
児の握るハンカチを引っ張る「お，食べるか
食べるかJ

「あー逃げられちゃったー」

事例5においても母親は，子どもが既に注意を向けている対象を利用することによって，子

どもの注意、を母親にも向けさせようとしている。このようにして子どもが母親を見たとき，母

親はほほえみの表情を見せるo これは，やりとりの最中に子どもと目が合うとうれしいという

大人の単純な感情表現かも知れないが，このような表'清を子どもに見せることは，相互交渉中

の情動表出のあり方を子どもに伝える行動であるとも考えられる。

毒事例 6: !足が見ているモノを動かし，対象の‘性質砂に注意を向けさせる(1)
月齢 6カ月17尽(7: 26) 
姿 勢尼は床のよに座位。後ろに伺lれないように背中をソファにくっつけて座らされている。
母親は児の前に座位。児が左布に倒れるのを防ぐために児の体をはさむようにして両
足を伸ばして獲っている。

モビールをにぎったまま右カメラ方向を晃て
いる
視線を転じてモビールを見る

チラッと母親を晃てからまたそどールを見る
モビールが手から離れる
モビール令見ている

モピーjレをぶら下げて持っている

「ひゅんひゅんひゅん」と震いながら児が持っ
ているそビールを持ってゆする

↓ 
↓ 

モビーJレをよに持ち上げる
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事例 7:!怠が見ているそノを動かし，対象の‘性質砂に注意を向けさせる(2)
月齢 7カ月 1日(日:06) 
姿 勢:児は床の上にE創立。母親は児の前に廃位。

振り返って右カメラ方向を克ている
視線を転じてポーチを見る

ポーチと母親の自を交瓦注視する

ポーチを晃ている
ポーチと母親の顔を交互注視する
ポーチを見ている
振り返っておカメラ方向を見る

児の正面胸の前でポーチのロを開ける
「あおーん」ポーチを自分の顔の前に持ってい
き「あおーんJ
ポーチを自分の絢の前(児の顔の前)で開障
し活を鳴らす

「あおーん」ポーチを関関する「パクパクパク」
ポーチを開閉する「パクパクパク」

↓ 

事例6と7からは，母親が子どもに対象を提示したときの子どもの注意の向け方が変佑して

きている様子がわかる o これはサッケードを生起させ能動的に注意を解放して新たな対象を見

る能力が成熟したことの反映かも知れない。このことにより，子どもは対象と母親にいわば同

時に在意を向けることができるようになったといえる。また，事例5-7を通してみてみると，

対象の存在へ単に注意を向けるだけでなく，その対象の性質(揺れる，口が開くなど)へと注

意を向けるようにと，母親は子どもの住意を徐々に精織化していっていることが伺える。

事例 8:'瓦いに情動表出し注意の共有を確かめる
月齢 7カ月初日 (5: 07) 
姿 勢創立床のよに鹿位。母親は児の前に座佼。

床にあるひもをつかむ。

ひもから手を離し，ひもが動く様子を黙って
旦主主査。
ひもが動く様子を見ている。
ひもをつかまえようとする。

ひもの端を押さえつける。
ひもの動きを見る。
顔をよげて母親を見て微笑。

児がひもをつかむ様子を黙って見ている。
ひもの片方をひっぱる「しゆるしゆるしゆる」
床の上をひもを遭わせる。

兇のf本の上をひもを這わせる。
床のよをひもを這わせる。

「ちゆかまえた?Jひもを引っ張るo
ひもを引っ張る。
「ちゆかまえた?Jひもを引っ張って微笑。

事例8は，子どもが母親を見た時に母親と同様の情動表出を見せるようになったエピソード

である o まず，子どもは母親が動かす対象を見てその性質に?主意を向け，つかんだ後，母親を

見てほほえんでいる。このとき母親も子どもの顔を見てほほえんで見せている。 7カ丹後半に

は，このような情動表出を含む三項的やりとりが多く見られた。 7カ月までに子どもは，対象

と母親に同時に注意を向けてやりとりすること，またその中での情動表出のあり方について学

んだのではないかと考えられる。

討論

このように養育者と乳児の相互交渉を縮かく見てみると，養育者は子どもの住意を号!こうと
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して操々な行動をしていることが明らかである。こうした養育者の行動は子どもの注意の発達

にどのような影響を及ほ、しているのだろうか。ょに述べた事例から次のようなことが考えられ

る。

まず 1つ自は「、注意の拡大」である。乳児期早期では，子どもは自力で替の向きを変えるこ

とができず，またある対象を見るとそれに注視がとらわれてしまって自発的に凝視をやめるこ

とが難しい。そのような中で養育者は，唇で変わった音を鳴らす，顔を急速に近づけたり遠ざ

けたりする，対象を子どもの視界に入れて動かす，対象で子どもの体にさわるなど，音やモノ

の動き・触覚などあらゆる手段を使って子どもの住意を誘導しようとしていた(事例 1-4)。

このような養脊者の行動は，子どもの注意を凝視点という狭い範囲から，自身の身体，母綴を

含む鹿囲の対象物へと空間的に拡大していく働きを持っているのではないだろうか。また母親

は，子どもが自分の顔を見ると，手遊び歌をして見せたり(事例 2)，その対象を動かして見せ

たりして(事例 4-8)子どもの注意を持続させようとする働きかけをしていた。このことは，

子どもの注意を時間的にも拡大させる働きを持っていると考えられる。このように空間的・時

間的に注意が拡大していく中で，子どもは対象物と自分と母親との三項的関係について理解し

ていくのではないかと思われる。

2つ自は「注意の精轍化」である。 2-3カ月では，母親は子どもに身の回りにあるさまざ

まなもの(ガラjf7や絵本など)を見せて，子どもがそれを見ると満足していたが(事例 1，2)， 

4-5カ月以降は子どもがその対象を見るだけでは満足せず，子どもがそのものに手を伸ばす

まで対象を動かしたり Iっかめるかな?Jなどと言って対象で子どもの手をっついたりした(事

例 5)0 また 6カ月以降は，その対象の性質がよくわかるように対象を動かして見せ(たたし

まわす，ひっぱる，ゆらすなど)，子どもの予を取って同じ動きをするように{足した。こうした

母親の行動は，対象の「存在」へ在意、を向けることから対象の持っさまざまな「性質」へ注意

を向けることへと，控意を精鍛化していく働きを持っていると考えられる。このように大人が

指し示す対象の部分に正確に注意を向ける能力は，子どもの言語理解に大きな影響を与えてい

る (Tomasel1o，1995)。

3つ日は「相互交渉中の情動表出のあり方を教えるj ということである。相互交渉中に養育

者は乳児に対して自分の顔を頻繁に見せている。もちろん対前相互交渉なのだから，顔の見え

ないやりとりというのはありえないのだが，母親は子どもに対象物を見せた後，対象物を動か

した後，子どもが何らかの行動をした後に，わざわざ子どもの視界に入って自分の顔を見せて

いた。そしてこのとき母親は必ず，乳児期の子どもとのやりとりに特徴的な，大げさな顔(驚

いた撮りをする顔，閤った振りをする顔)や微笑 (Stern，1979)を見せていたのである(事例

1， 5，8)。このことは，対象物や自分の動きと母親との関係を子どもに理解させ，そこで起こっ

た出来事を二者が共有することを促すだけでなしその際にどのように情動表出するべきかと

いうことを伝える働きも持っているのではないだろうか。上に述べた縦断観察のiやでも 6カ

月以降になると，子どもは対象物とそれを動かす母親の顔の関で交互注視することが増え

例 6，7)，また対象物ではなく母親を見て情動表出することが増えた(事例針。

さらにこの相互交渉中の情動表出のあり方は，文fじの影響を受けていることが考えられる。

それぞれの箇や文佑留によって，会話中の感情表現の仕方が異なるのは，このように生後すぐ

からの養育者との相互交渉の中で「いつどこに注意を向けるか，そのときどのような情動表出

をするか」ということを乳児が学習した結果であると考えられる o
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以上のことから，乳児期早期の相互交渉において養育者が乳児の注意を引く行動は，子ども

の注意の発達，特に「いつ・どこに詮意を向けるのか」という注意の質に影響を与えているこ

とが示唆された。このような養脊者の行動は，その後の子どもの対面棺互交渉のあり方を規定

するという意味で，-注意のしつけUutoring)Jと呼ぶことができる。こうした養育者による「注

意のしつけ」は，ほとんどが無意識のうちに行われている。こうした養育者の無意識のうちの

「注意のしつけ」のあり方が変化すれば，当然子どもの注意の質も変化するものと思われる。現

在の子どもたちの注意の特徴には，こうした「注意のしつけ」が影響を与えているのかも知れ

ない。

今後は，さらに多くの事例を収集北較し，養育者による「注意のしつけ」のあり方と子ども

の注意の発達の関係について検討することが必要で、ある。
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